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令和２年９月２４日 

宗像市議会 

議長 花田 鷹人 様 

                              予算決算第２特別委員会 

                                   委員長 岩岡 良 

 

 

委員会審査報告書  

 

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

 第７２号議案から第７９号議案までの８議案は、地方自治法及び地方公営企業法の規定により、

令和元年度各会計歳入歳出決算が、監査委員の意見を付けて議会の認定に付されたものである。 

 

第 72 号議案 令和元年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額     ９７１万２,４００円（前年度比  ７.２％減） 

歳出決算額     ７６８万７,２２２円（前年度比１２４.５％増） 

歳入歳出差引額   ２０２万５,１７８円 

２ 貸付金の回収を債権回収業者に１件委託したが、回収には至らなかった。平成２９年度から

委託しているが成果が上がらなかったため、令和２年度は委託を見送っている。 

３ 滞納者のうち２件について訴訟を提起し、市の主張を全面的に認める判決を得た。今後は判

決結果をもって滞納者や連帯保証人の資力等を調査し、支払い能力がない場合は県の償還推進

助成制度を活用する。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・債権の回収に当たっては今後も創意工夫を行いつつ、コロナ禍による事情も考慮しながら、丁

寧に進めてほしい。 

・この事業が同和対策として実施されてきた経緯を踏まえると、行政には丁寧な対応を求める。

また、この債権については放棄も検討し、経営資源を本来の人権対策に振り向ける転換期にき

ていると感じる。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 
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第 73 号議案 令和元年度宗像市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 歳入決算額   １０１億３,４３３万６,７０９円（前年度比０.４％増） 

歳出決算額    ９８億１,５５１万４,７６４円（前年度比１.５％減） 

歳入歳出差引額   ３億１,８８２万１,９４５円 

２ 単年度収支は約１億８,１００万円となり、黒字決算となった。これは、保険者努力支援交付

金の増額による歳入の増が要因である。 

３ 医療費適正化の取組として、レセプト点検、柔道整復師施術療養費支給申請書の点検強化や

頻回受診者への照会文書送付、医療費通知の発送などを行った。 

４ ジェネリック医薬品の使用促進では、先発医薬品の代わりにジェネリック医薬品を使用した

場合の差額を記載した差額通知書の発行やジェネリック希望カードの配布などを行い、効果額

は３,６７４万３,８７０円となった。 

５ 全国の状況と同様に宗像市でも１人当たりの医療費は増加傾向にある。伸びが顕著である入

院医療費抑制のためにも、特定健診などを通じて疾病の早期発見・早期治療を促すことで重症

化予防に取り組む。 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入決算額   ７,２５８万９,７２７円（前年度比１４.７％減） 

  歳出決算額   ７,１６２万３,１４９円（前年度比１５.０％減） 

  歳入歳出差引額    ９６万６,５７８円 

２ 歳入決算額減少の要因は、インフルエンザが流行しなかったことに伴う若年層の受診の大幅

減と市債の皆減によるものである。歳出決算額減少の要因は、人事異動による医師の人件費減

少と平成３０年度に行った医療機器の新規購入や診療所及び宿舎の修繕工事の費用の減額であ

る。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・特定保健指導については日々の取組を高く評価する。また、趣旨普及費においては今後もコス

トパフォーマンスの向上に努め、その分新規の取組を行うなどの試みを要望する。また、協会

けんぽとのデータ共有による連携については、他自治体の動向を調査し、検討してほしい。 

・適切な収納、レセプト点検等による医療費適正化の取組、差額通知の発送などによるジェネリッ

ク医薬品の普及促進の取組について職員の努力を評価する。 

（反対意見） 

・宗像市は他の自治体に比べて滞納者数は少ないが、資格証明書あるいは短期被保険者証の発行

が多いことが問題である。 

・保険税の均等割において、子どもを賦課の算定対象とする制度は問題であると指摘し、他市町

村の状況を踏まえて免除等の検討を要望する。また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響下

にあることを考慮し、基金の活用等による保険税の据置きを要望する。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 
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第 74 号議案 令和元年度宗像市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額   １６億６,２２３万９,７１９円（前年度比３.８％増） 

歳出決算額   １６億１,７９０万１,１４０円（前年度比４.１％増） 

  歳入歳出差引額    ４,４３３万８,５７９円 

２ 歳入決算額及び歳出決算額が増加した要因は、いずれも被保険者数の増加によるものである。

令和元年度の被保険者数は、前年度比で７５歳以上が３３０人増加、一定の障がいがある６５

歳以上７５歳未満は１６人減少し、全体では３１４人、２.３％増となった。 

３ 保険料の現年度分の収納率は９９.７５％で、前年度より０.１８ポイント上昇した。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響により、例年であれば４月と５月に発送する納付勧奨の通知を

控えていたため、６月１日現在で滞納者は１３６人であったが、その後の相談対応等により現

時点での滞納者は５３人に減少した。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 

 

 

 

第 75 号議案 令和元年度宗像市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額   ７９億４,１９９万１,９５４円 

歳出決算額   ７７億５,３５８万７,４７３円 

歳入歳出差引額  １億８,８４０万４,４８１円 

２ 要介護認定率は１４.３％と微減している。総合事業の開始などにより要介護認定を受けなく

ても支援が受けられるようになったこと、また、要介護認定を受けている人が少ない前期高齢

者に団塊の世代がいることで分母を広げていることが要因と考えられる。 

３ 介護（予防）給付費と地域支援事業費の総額は７２億１,６１４万３,１６９円で、前年度比

で９,８１２万５４６円、１.４％増で前年並みの伸びとなっている。 

４ 令和元年度は第７期介護保険事業計画の２年目である。支出において、元年度の計画値に対

する実績値の比率は８７.９％で、当初計画よりも実績が下回った。 

５ 地域介護予防支援事業で通いの場づくりを担う地域リーダーを養成し、生活支援体制整備事

業においては通いの場で活躍する健康づくりリーダーや介護予防サポーターの養成に取り組ん

だ。地域活動における担い手不足の問題はあるが、講座を開催することにより新たな人材の発

掘にもつながっているため、地域における意識の醸成と併せて、少しずつでも人材の発掘を行っ

ていく。 

６ 令和元年度には医療・介護関係者と住民の交流研修会が２日間開催され、合計で１２４人が

参加し、在宅医療についての啓発に取り組むことができた。 
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【意  見】 

（賛成意見） 

・地域包括支援センターが６つの日常生活圏域すべてで開設され、サービスが市民に行き届くた

めの職員の努力を評価する。地域での担い手を養成する事業がいくつかあるが、現在は地域で

の人材不足が問題となっており、地域の担い手養成のためには市民の当事者意識の醸成が必要

であり、今後も啓発に努めてほしい。 

・限られた人と予算で懸命に努力していることを評価する。今後は、地域包括ケアシステムをい

かに地域に浸透させていくかが課題である。 

（反対意見） 

・職員の努力は認めるが、制度そのものに問題があると感じる。基金を活用し、高齢者が自立し

て暮らしていくためのきめ細かい支援の検討を要望する。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 

 

 

第 76 号議案 令和元年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４,８１９万５,２００円。 

２ 介護認定審査会は福津市と共同で設置しており、令和元年度は１６合議体で延べ２４２回開

催した。審査件数は宗像市と福津市の合計で５,０２０件で、その割合は宗像市６０.８％、福

津市３９.２％である。 

３ 歳出の主なものは、認定審査会の委員報酬と旅費、審査会の判定資料の精査を行う専門職員

の人件費に相当する審査会派遣職員負担金である。 

４ 平成３０年度から要介護認定更新の認定有効期間上限が３６カ月に変更となったことから、

令和元年度の審査件数は減少した。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 

 

 

第 77 号議案 令和元年度宗像市渡船事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに５億２,８４１万８,８７３円。 

２ 令和元年度の乗客数は２９万３,６５３人で、前年度比４.７％減となった。この理由は、世

界遺産登録が決定した平成２９年度をピークに団体客が減少していることが影響していると考

えられる。また、定期利用の乗客数が２万９,１００人で、前年度比２４.７％減となった。こ

の理由は、島内で行われていた公共事業の終了に伴い、関係者の定期利用が減少したためと考

えられる。 
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３ 平成３０年度に策定した航路改善計画に基づき、宗像市渡船事業運営審議会の審議を経て、

航路再編に係る基本方針を決定した。また、令和２年度末までに同審議会において最終的な航

路再編計画の答申を予定している。 

【意  見】 

（賛成意見） 

・島民の生活を守る渡船事業については、安全運航だけではなく、福祉や教育部門などとも横断

的に連携し、離島の活性化につながるような具体的な施策を検討してほしい。 

・渡船運営健全化のためにも、島民と行政が共に島内産業を創出し活性化に取り組む必要がある。

渡船の運営については、まずは事故なく安全・安心な運航を期待する。 

・航路再編に当たっては、再編後の渡船事業のシミュレーションを事前にしっかり行い、その内

容について議会で議論することが必要であると考える。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 

 

 

第 78 号議案 令和元年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額   ４億５,０３７万４,９８８円 

歳出決算額   ４億３,９８５万３,１０２円 

歳入歳出差引額   １,０５２万１,８８６円 

２ 令和２年度から漁業集落排水処理施設事業に地方公営企業法を適用し、下水道事業会計へ会

計統合したため、令和元年度は年度末で打切り決算を行い、歳入歳出差引額は下水道事業会計

に引き継いだ。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 

 

 

第 79 号議案 令和元年度宗像市下水道事業会計決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額  ２８億  ６６０万   ９０円 

支出決算額  ２３億１,８２４万３,０２４円 

２ 資本的収支の決算状況（税込み） 

  収入決算額   ９億４,６０６万６,３９４円 

  支出決算額  １９億５,４０９万４,５２５円 

 収入不足分は、損益勘定留保資金等で補てんしている。 
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３ 山田地区などでの汚水管渠整備を行った結果、令和元年度末の下水道の普及率は前年度比０.

３ポイント上昇し、９７.０％となった。また、管渠の総延長は５８２.５ｋｍ、処理区域面積

は２,６２１ｈａとなった。 

４ 降水量が多かったため不明水が増加し、有収率は８４.４％となり前年度比２ポイント減少し

た。不明水については、マンホール蓋や公共桝の取替えや管更生などの対策を講じている。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 

 

 

第 81 号議案 令和２年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）につい

て 

 

 歳入歳出それぞれ１０２万５千円を増額し、４２０万３千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

令和元年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、歳出で減債基金積立金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 82 号議案 令和２年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

 

 事業勘定は、歳入歳出それぞれ３億１,８３４万５千円を増額し、１０４億７,４５９万２千円と

する。直営診療施設勘定は、歳入歳出の予算総額は変わらず、歳入の内訳を補正する。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 事業勘定は、令和元年度決算額の確定に伴い、３億１,８８２万１千円を令和２年度に繰り越

すが、そのうち１億５,６１９万６千円を国庫支出金等過年度返還金として県に返還し、残金を

基金積立金とする。 

２ 直営診療施設勘定は、令和元年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、事業勘定繰

入金を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 83 号議案 令和２年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１,４３３万８千円を増額し、１７億１０９万６千円とする。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

 歳入で令和元年度決算額の確定に伴い、繰越金を増額する。歳出で令和元年度分保険料収入の

確定に伴い、後期高齢者医療広域連合納付金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 84 号議案 令和２年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１億８,８３９万４千円を増額し、８０億８,９２４万９千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

令和元年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、歳出で国庫支出金等過年度返還金と

基金積立金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 85 号議案 令和２年度宗像市下水道事業会計補正予算（第１号）について 

 

収益的収入及び支出において、収入を３,１５０万２千円減額し、収入総額を３１億１,９６９万

６千円に、支出を４,０７９万９千円減額し、支出総額を２５億５,５１６万７千円とする。資本的

収入及び支出において、令和元年度決算額の確定に伴い減債積立金等で補てんする額を改める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

補正の主なものは、令和元年度決算額の確定によるものである。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 


